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■三面地域まちづくり協議会設立
準備会発足までの経緯

平成23年４月に村上市地域まちづく
り組織及び地域まちづくり交付金の交
付に関する条例が一部施行されたこと
に伴い、５月31日に三面地区区長会
により、三面地域まちづくり協議会設
立発起人会を発足しました。これまで
発起人会を４回開催し、地域まちづくり
組織設立のための準備会の規約（案）
や委員の選任、準備会の検討事項及
びスケジュールについて協議を重ねま
した。
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■準備会のスケジュール(予定)

◇10月28日･･･第2回準備会
第1回まちづくり懇談会：三面地域を

どのようなまちにしたいかワークショッ
プを行いました。

◇11月17日･･･第3回準備会
第2回まちづくり懇談会：三面地域

の良いところを把握するとともに気に
なるところについて検討します。
◇12月8日･･･第4回準備会
第3回まちづくり懇談会：三面地域

の将来像について検討します。◇1月
12日･･･第5回準備会
第4回まちづくり懇談会：将来像を実

現するための具体策について検討し
ます。
◇2月2日･･･第6回準備会
第5回まちづくり懇談会：まちづくり

組織の組織体制、24年度事業計画・
予算を検討します。
◇2月23日･･･第7回準備会
まちづくり組織設立に向け、まちづく

り計画、組織、規約、事業計画、予算
案の作成、最終確認を行います。
◇３月･･･三面地域まちづくり組織

設立総会

ようやく三面地域まちづくり通
信の第２号を発行しました。第
１号発行から２ヵ月半が過ぎ、
まちづくりも少しずつですが進
んできました。ぜひ地域の皆さ
んのお声もお寄せください。

編

集

後

記

■三面地域まちづくり協議会設立
準備会が発足しました

10月12日(水)に布部集落センターに
おいて、第１回三面地域まちづくり協
議会設立準備会を開催し、区長10名と
事前に各集落から推薦された27名の
皆さん（当日出席者26名）により、規約
が承認され正式に三面地域まちづくり
協議会設立準備会が発足しました。
今後はこの準備会が中心となり、地

域まちづくり組織の設立をめざします。

■三面地域まちづくり協議会設立
準備会委員の皆さんです

（岩崩）本間三市、本間利廣、
鷲尾光幸

（茎太）髙橋美紀、髙橋八十二、
佐藤正利、川井邦彦

（千縄）田村一幸、田村吉雄、
髙橋利行、高橋妙子

（新屋）木ノ瀨彰、斎藤修、
佐藤雅道、菅井一志

（中新保）髙橋甚四郎、髙橋章平、
本間裕一、髙橋守

（堀野）貝沼実、貝沼一夫、
貝沼高雄

（石住）石栗平蔵、石栗平、本間誠（上
中島）小田榮、板垣英一、

小田やよい
（布部）本間英三、丹大輔、小池徹、

髙橋英明、髙橋健悦、
大田陽祐、小田順子

（猿田）板垣信男、佐藤信一
（敬称省略）

委員の皆さんよろしくお願いいたしま
す。地域の皆さんにはご意見・ご要望
等がありましたら身近な委員までお寄
せください。
また役員は次のとおりです。

会 長 本間英三
副会長 木ノ瀨彰、髙橋八十二
理 事 鷲尾光幸、髙橋利行、

貝沼一夫、板垣英一
会 計 髙橋守
監 事 本間誠、佐藤信一

５月31日 発起人会発足(第1回)
６月14日 第2回発起人会
７月20日 地域住民説明会
８月 ２日 岩崩集落説明会
８月 ３日 茎太集落説明会
８月25日 第3回発起人会
９月21日 第4回発起人会

7月20日 三面地区住民説明会

10月12日 第1回まちづくり協議会
設立準備会

10月28日 第1回まちづくり懇談会



市民協働のまちづくりロゴ
「パートナー」

10月28日開催 第1回まちづくり懇談会
テーマ：「三面地域をどのようなまちにしたいか」で提案された意見

子供達が安心して安全に遊べる所にしたい
子供達がどこでも遊べる所にしたい
子供達の遊ぶ場所のある町
子供が自然と遊べるまちにしたい
子供達の遊び場が近くにあるといいと思う
安心・安全なまちにしたい
安心して通行できる道路のあるまちにしたい
村道の整備を図ること 治安の良いまちにしたい
安定した生活のできるまちにしたい
電灯をもう少し増やし明るくしてほしい
交通事故のないまちにしたい
道路など安全な町にしたい
災害のないまちでありたい
水害に強い町
お年寄りが安心できる町
あいさつの掛け合える地域にしたい（コミュニケーション）
みんながあいさつできるまちづくり
明るいまちづくり（笑顔が絶えない町）
世代交流がたくさん有る町づくりにしたい
世代を超えてコミュニケーションのとれるまちでありたい
老若男女みんなつながりのある地域にしたい
笑顔が溢れる地域したい
誰もが気軽に集まり話し合えるまちにしたい
人のつながりを大事にするまちでありたい
誰にも”声”をかけ合えるような人情味あふれるまちにしたい
もっともっとダムを生かした地域にしたい
奥三面ダムの周辺を魅力ある町づくりをしたい
三面川・スーパーラインをメーンにした観光の村にしたい
自然を生かし活気に満ちたまちにしたい
三面川を活用できるようにする
雪を利用するまちにしたい
地域の観光文化歴史史跡を充実させてより活性化させたい
以前のように人の来る地域にしたい（スーパーライン）
人の集まる元気なまちにしたい
中学校（旧）跡地を誘客できる施設にしたい
特産品（名物）で知られる知名度の高い町にしたい
山野草など山川をメーンにした直売所で高齢者も参加できる村にし
たい
農家体験して都市との交流をし地域を活性化したい
中原野の貸し出しによる野菜作りを進めたい
やな場の活性化をもう一度やりたい
雪のないまちでありたい
村上から鶴岡まで早く高速道路をつなぎたい
村上市～三面地区～山形市へ高速道でつなぎたい
廃止された小学校の活用するまちにしたい
みんなが来たくなる地域にしたい
若い人達でも”いったみたいなぁ”と思える所にしたい
猿田集落はホタルの里にしたい
自然がきれいな地域にしたい
三面川を利用（魚とり）できる駐車場を整備したい
白滝までの道路整備をお願いしたい
昔のような里山にしたい
自然豊かな地域であってほしい
三面地域を花いっぱいなまちにしたい
例）新屋区ブロック塀にアイビー（つた）を植えてアイビーロードにし
たい
自然を大切に守るまちでありたい
農や自然を大切にするまちでありたい
自然あふれる三面地域にしたい
憩いや癒しのあるまちにしたい
魚がたくさん取れる地域にしたい
三面川をきれいに魚の住む川にしたい
三面川のきれいなまちでありたい
滝矢川に魚道を作りたい
三面川に魚の多くとれる川のある町にしたい
助け合えるまちづくり
健康長寿のまちにしたい

ボランティアの雪おろし隊をつくり老人世帯を守りたい
老人を敬うやさしい町にしたい
健康で長生きできるまちにしたい
生まれ子からお年寄りまで健康で元気なまちにしたい
冬の雪降ろしとか克服できる且つかかる費用が少ないまちでありた
い
子育てのしやすいまちにしたい
子供が元気であるまちでありたい
子供が増えるようなまちでありたい
子供達が多い町 元気な子どもが多いまちにしたい
子供達の声の聞こえる町にしたい
子供の多いまちにしたい
子供があふれるまちにしたい
地域が子供の声でにぎわう町にしたい
３人子供がいても生活していけるまちでありたい
賃金格差の少ないまちでありたい
若い人が住みやすい町にしたい
子供が大人になっても地区内に住める町づくりにしたい
働きたい人には全員仕事ができるようにしたい
若い人にやりがいのある仕事が有るようにしたい
若者が居付くまちにしたい
若者が定住できるまちにしたい
親と子が一緒に住めるまちにしたい
若い人が定着できるまちでありたい
若い人達の多く居る元気な町にしたい
若い人の勤め先のあるまちにしたい
若者が通勤できる場所に職場のあるまちにしたい
思いやりのあるまちでありたい
人情に厚いまちでありたい
人情あふれる町 人情の深いまちにしたい
人を大切にするまちにしたい
三面地域を活気あるまちにしたい
元気のある地域づくりにしたい
夢や希望の持てるまちでありたい
子供から大人まで活気あるまちでありたい
活気のあるまちにしたい
老人がいきがいの人が多くなるまちにしたい
スポーツを通じて仲良くできるまちづくり 昔に帰り三組に分かれ運
動会をしたらどうか
三面地域の方々が集まってできるスポーツ大会があったら
三面地域の運動会があったらよい
スポーツを通して世代交流をしたい
スポーツのさかんな町にしたい
三面地域をスポーツが盛んな地域にしたい
祭りなど子供達が参加できる行事のあるまちにしたい
老人がたのしく参加できる行事のあるまちにしたい
他集落の人と集まって物事を考える事をとぎれなく進められたらす
ばらしい
雪を利用して楽しい事ができる町にしたい
盆おどりを盛大にして全体に活性化させたい
地域でまとまり何かできるまちにしたい
古いものを大切に育てる町にしたい
昔の想いをよみがえる町にしたい
伝統を守り続くる地域にしたい
集落の行事は残していきたい
三面地域の昔から伝わる行事を残していきたい
伝統行事を残していきたい
伝統を大事にするまちでありたい

委員の皆さんから提案された124の意見が「三面地
域のまちづくりは何のために
行うのか」根本的な目的
・理念につながります。
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